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総会次第 

1.  開会 

2.  会長挨拶 

3.  2013 年度論文賞, 第 19 回年次大会優秀賞の表彰 

4.  議長選出 

5.  2013 年度事業報告 

6.  2013 年度決算報告，監査報告 

7.  2014 年度事業計画 提案 

8.  2014 年度予算計画 提案 

9.  2014 年度評議員構成 

10.  2014 年度役員構成 

11.  その他 

12.  閉会 

      以上 



2013年度事業報告 
 
1. 概要 

 

 

 

 

 

 

 

2. 会員現況 

  
 
3. 会誌の発行 
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4. 第 19回年次大会の開催 
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5. ニュースレターの発行 

6. 理事会の会議 

7. 編集委員会 
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言語処理学会2013年度一般会計決算報告書
自　平成25年1月1日　至12月31日

大科目 小科目

個人会費 6,240,000 8,312,000
正会員＠8,000×728名
過年度分＠8,000×311名

300,000 532,000
学生会員＠4,000×98名
過年度分＠4,000×35名

賛助会員 600,000 900,000
1口\50,000×12口
過年度分\50,000×6口

特殊購読費 500,000 490,000 1口\10,000×49口

別刷り代 500,000 2,210,000 20巻1～5号

第19回年次大会収入 4,400,000 4,882,668
※学会の活性化と会員サービス向上のための施策により、
チュートリアル無料化を実施（活性化事業費\1,000,000）

広告料 120,000 120,000 19巻4号～20巻4号

雑誌頒布収入 100,000 112,000
雑収入 10,000 5,224 著作権使用料、受取利息

小計 12,770,000 17,563,892
特別会計取り崩し

(活性化基金)
5,300,000 15,097,300 決算書類簡素化のため、特別会計を一般会計へ戻す

合　計 18,070,000 32,661,192
前年度繰越収支差額 15,056,070 15,056,070
収入合計 33,126,070 47,717,262

論文誌印刷配送費 3,000,000 3,612,981
20巻1号～6号
印刷費￥3,092,082/配送料￥520,899

論文誌編集費 1,000,000 1,623,300 組版代

編集委員会/会議費 900,000 783,691 会合費、旅費、査読謝礼（図書カード）

編集事務局費 300,000 357,720 編集事務局謝金

総務事務局費 60,000 92,050 総務事務局謝金

業務委託費 1,900,500 1,953,000 中西印刷㈱委託費e-nafシステム料金を含む

通信費 150,000 99,213
第19回年次大会開催費 5,400,000 4,822,742

年次大会運営サポート費 1,050,000 1,155,000
第19回向け作業(前年10月-3月) \525,000
第20回向け作業(4月-9月) \630,000

特殊購読・雑誌頒布経費 250,000 254,143 特殊購読及び雑誌頒布事務手数料

会誌電子化費用 100,000 127,050 20巻J-STAGEへのアップロード費用

会費集金費 400,000 702,056
活性化事業費
国内開催の国際会議支援

2,000,000 1,000,000
名古屋開催のIJCNLP-2013を最大\2,000,000補助
※学会の活性化と会員サービス向上のための施策(2013年度)

活性化事業費
論文誌の活性化

800,000 191,808
英語論文に対する英語校正無料サービス他
※学会の活性化と会員サービス向上のための施策(2013年度)

活性化事業費
20周年イベント準備

200,000 12,000
会合費、旅費他
※学会の活性化と会員サービス向上のための施策(2013年度)

活性化事業費
学生会員会費減免 224,000

学生会員＠2,000×98名
過年度分＠2,000×14名
※学会の活性化と会員サービス向上のための施策(2013年度)
学生会員割引予算(\300,000)

活性化事業費
別刷り代減免

1,340,000
※学会の活性化と会員サービス向上のための施策(2013年度)
別刷代補助予算(\1,000,000)

諸経費 950,000 798,125 大会優秀賞関連費、ホームページ関連費用

合計 18,460,500 19,148,879
次年度繰越収支差額 14,665,570 28,568,383
支出合計 33,126,070 47,717,262

注記）活性化事業については、前期繰越　\15,097,300 から、今年度 \3,767,808 を取り崩し、
￥11,329,492を次期へ繰り越す。

支出科
目

勘 定 科 目
予算金額(円) 決算金額(円) 備考

収入科
目
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言語処理学会2013年度特別会計決算報告書
自　平成25年1月1日　至12月31日

大科目 小科目

合計 0 0
前年度繰越収支差額 15,097,300 15,097,300
収入合計 15,097,300 15,097,300
一般会計へ繰入 5,300,000 15,097,300

合　計 5,300,000 15,097,300
次年度繰越収支差額 9,797,300 0
支出合計 15,097,300 15,097,300

支出科
目

勘 定 科 目
予算金額(円) 決算金額(円) 備考

収入科
目
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現金 38,634 前受正会員会費      3,352,000

銀行預金　Ⅰ 19,598,628 前受学生会員会費    124,000
（三井住友銀行）
銀行預金　Ⅱ 10,257,788 前受賛助会員費      300,000
（三菱東京UFJ銀行）
銀行預金　Ⅲ 14,627 次年度繰越金*1 28,568,383
（みずほ銀行）
銀行預金　Ⅳ 2,434,706
(ゆうちょ銀行)

合　計 32,344,383 合　計 32,344,383

*1　決算報告書の次年度繰越金と同額

言語処理学会
貸借対照表

平成25年12月31日現在（単位：円）

借 方（資 産） 貸方（負 債）
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2014年度事業計画 

 

1. 運営・活動方針 

言語処理学会の主要な活動として，論文誌「自然言語処理」を定期的に発行するほか，特集号の企画・発行

を行い，年次大会を開催します．また，これらの論文誌や年次大会で発表された研究の内容を広く内外に流通

させるとともに，会員の自然言語処理の研究発表を支援することも本学会の重要な役割と考え，活動を進めて

参ります． 

研究発表を支援する活動としては，昨年同様，若手の会が企画したシンポジウムの支援を行います．また，

国際交流に関しては，いままで，特にアジア・太平洋地域の関連学会の連合組織 AFNLP の活動への協力を

行ってきました．今年度も予算の許す範囲で，このような研究活動の支援を継続して実施します． 

当学会では，収益の拡大と節約を旨とする皆様のご努力により，活動資金に余裕が生まれてきました．今後

は，会費の引き下げや，年次大会におけるプログラム委員長および大会実行委員長の負荷軽減などについて

も検討し，収支のバランスのとれた学会運営を目指していく予定です．具体的な施策については，「6．学会の活

性化と会員サービス向上のための施策」で説明します． 

 

2. 会誌の発行 

・ 第 21巻第 1号 (2014年 3月中旬発行予定，通巻 93号) 

・ 第 21巻第 2号 (2014年 4月中旬発行予定，通巻 94号) 

・ 第 21巻第 3号 (2014年 6月中旬発行予定，通巻 95号)  

・ 第 21巻第 4号 (2014年 9月初旬発行予定，通巻 96号) 

・ 第 21巻第 5号 (2014年 9月中旬発行予定，通巻 97号) 

・ 第 21巻第 6号 (2014年 12月中旬発行予定，通巻 98号) 

第 2号は「コーパスアノテーション」特集号，第 4号は「20周年記念」特集号を予定しています． 

 

3. 第 20回年次大会の開催 

日時： 2014年 3月 17日(月)～3月 21日(金) 

会場： 北海道大学 

3月 17日(月) チュートリアル (10:30～15:00) 

3月 18日(火) 本会議 第 1日 (9:00～18:30) 

 オープニング (9:00～9:30) 

 特別招待講演 (9:30～10:30) 

3月 19日(水) 本会議 第 2日 (8:30～17:30) 

 招待論文 (10:10～12:10) 

 総会 (13:10～14:10) 

 懇親会 (19:00～21:00) 

3月 20日(木) 本会議 第 3日 (8:30～18:40) 

 特別招待講演 (10:30～11:30) 

 クロージング (18:10～18:40) 

3月 21日(金) ワークショップ「自然言語処理の発展に向けた情報共有・討論」 

 

4. ニュースレターの発行 

原則として，前年と同様の回数と内容で発行する計画です．学会メーリングリストを通じて配布します．これら

は学会ホームページにバックナンバーとして公開します． 

 

5. 会議 

◇総会 

通常総会を 2014年 3月の年次大会で開催します． 

◇理事会 

昨年度同様に 6 回程度開催します．予算のゆとりを会員に還元する施策・事業，論文等の電子的公開，年

次大会の開催，法人化の検討，他学会との連携などについて審議します． 
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◇評議員会 

総会に合わせて 2014年度第 1回会合を開催します．学会全体の活動の活性化に向けた施策，関連する研

究分野との交流の促進などについて議論します． 

◇編集委員会 

編集委員会は年 4回開催しつつ，メールによって迅速な論文審査を目指して運営します．また，英文論文の

増加施策や論文推薦制度など会誌をより活性化する手法を精力的に検討するとともに，関連分野の研究者との

連携を可能にするような発展を目指していきます．また，査読管理の電子ツールの導入の是非も検討を続けて

いきます． 

 

6. 学会の活性化と会員サービス向上のための施策 

一般会計のうち，「活性化基金」適用分として，次の施策を実施します． 

(1) 学生会員の会費割引（予算 24万円） 

学生会員の会費(4000円)を半額(2000円)に割引する時限措置を本年度も継続します． 

(2) 論文誌別刷代の割引（予算 135万円） 

論文誌の別刷代を一律 3万円に割引することを継続します． 

(3) 論文誌の活性化（予算：30万円） 

掲載が決定した論文誌の論文に対する無料の英語校正を継続して実施します．また，招待論文等，論

文誌の活性化を検討します． 

(4) 年次大会のチュートリアルの無料化 

年次大会のチュートリアルを，大会参加費のみで参加（聴講）できるような施策を継続します．  

 

7. 20周年記念事業 

本学会が 2014年 4月 1日に 20周年を迎えるにあたり，その記念事業を企画し，遂行します．2012年 12月

には，理事会内に 20 周年記念事業委員会を立ち上げて，同事業の具体化の検討に入りました．構成員は，相

澤，菊井，小原，白井，田口，隅田の各理事です．20 周年記念事業委員会では，皆様からの記念事業に関す

るアイデア・ご意見をお待ちしています (連絡先 :20th-anniversary@anlp.jp)．また，学会ウェブページ

(http://www.anlp.jp/20th_anniversary.html)にて関連情報を周知します． 

20周年記念事業として以下の活動を推進します． 

(1) 【言語処理学会 20周年記念招待講演】  

言語処理学会第 20回年次大会において下記の招待講演を実施します． 

 講演者：長尾 真氏（京都大学名誉教授） 

 題目：ＮＬＰの過去，現在，将来 

 講演者：辻井 潤一氏（Principal Researcher, Microsoft Research Asia） 

 題目：言語処理における特殊と普遍－日本の研究と世界の研究 

(2) 【言語処理学会 20周年記念特別セッション】  

昨年より公開を開始した年次大会予稿集のデータや論文誌のデータなどを活用した研究の促進に向けて，

議論する場の第一弾として，言語処理学会第 20回年次大会において特別セッションを実施します． 

(3) 【20周年記念論文賞】 

10 周年事業としておこないました 10 周年記念論文賞の授与にならい，学会誌「自然言語処理」の第 11 巻

から第 20 巻 (2004 年 3 月発行の 11 巻 1 号から 2013 年 12 月発行の 20 巻最終号)に掲載された論文の

中から最優秀な論文を選出し，20 周年記念論文賞を授与します．選考委員会（徳永選考委員長）の下，選

考作業を行い，2014年 7月に決定の予定です． 

(4) 【学会誌「自然言語処理」特集号『20周年記念の論文賞論文コレクション』】 

学会誌「自然言語処理」の日本語コンテンツを海外に紹介する目的で，過去の論文賞受賞の論文（2001～

2012）を英語化し，発行します．著者と編集委員会の協力の下で発行の準備を進め，9 月に印刷物を会員

に送付，12月に PDFを J-STAGEに UPの予定です． 

(5) 【言語処理学会 20周年記念シンポジウム】 

設立 20 周年記念シンポジウムを開催します．実行委員会（実行委員長：中川裕志教授（東京大学情報基

盤センター），委員：鶴岡慶雅准教授（東京大学工学系研究科），鍛冶伸裕准教授（東京大学生産技術研

究所），相澤彰子教授（NII），宮尾祐介准教授（NII））を中心に準備を進めます． 

  2014 年 9月下旬または 10 月上旬の土曜日午後半日の開催を予定し，200名から 300名程度の参加者

を見込んでいます．実行委員会で検討の結果，東大工学部 2 号館 213 号室東京大学本郷キャンパスでの
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開催を計画しています． 

  プログラムは，挨拶→前記の 20 周年記念論文の表彰＋プレゼン→セッション→基調講演→交流会の順

番で進めることとして，セッションや基調講演について，打診を進めています． 

 

8. 学会の法人化の準備 

昨年度の理事会で，言語処理学会の法人化についての検討を行い，2015 年度の言語処理学会の一般社

団法人化を目指して活動を推進することが議決されました．2014 年度は，定款の作成等の法人化の準備を進

める予定です．定款の作成，設立時社員・理事の決定等，一般社団法人化に必要なプロセスの理事会一任を

提案しますので，評議員・会員の皆様のご承諾をお願いします．  

 

◇背景／経緯 

2008 年 12 月に施行された「新公益法人法」を契機として，多くの学会で法人化に関する検討が行われるよ

うになりました．言語処理学会の理事会においても，法人化の検討を行い，以下のメリットがデメリットを上回ると

判断し，2015年度の一般社団法人化に向けて活動を行うことが議決されました． 

【法人化のメリット】 

(1) 社会的信用が高まります．法に定められた法人として運営することにより，組織の基礎がしっかりし，任意

団体と比べて社会的信用が増します． 

(2) 学会名で法律行為（契約，雇用，売買，貸借）が行えるようになります．任意団体では対外的な契約を学

会長個人名で行わなければなりません．法人化すれば，責任が会長から理事に分散し，学会が行う行

為や構成員の責任・義務が法的に明確な状態で運営されることになります． 

(3) 税理士のチェックによる透明性の高い会計処理を行うことになり，税務リスクが低減します． 

【法人化のデメリット】 

(1) 法人の法的要件を満たすため，定款作成，役員登記，税務処理など，学会の運営に必要な労力および

経費(事務委託費用・税理士費用・司法書士費用等)が増加します． 

 

◇法人化による変化 

言語処理学会の設立の目的を尊重し，定款は，現在の学会会則に沿って作成することとし，現状の学会会

則からの変更は，一般社団法人化に必要な最小限に留めます．このため，学会の目的や，論文誌の発行や年

次大会の開催等の学会が行う事業については法人化による変更はなく，会員はこれまでと同じメリットを受けるこ

とができます．一方で，理事選挙，総会における議決の条件などの学会の運営方法に関しては，法人の法的要

件に従って，変更する必要があります． 

 

◇スケジュール 

今後のスケジュールについては，以下を予定しています． 

【2014/04～2015/02】 

理事会で，定款の作成，設立時社員・理事の調整等の一般社団法人化のための準備を行います． 

【2015/03の評議員会・総会】 

定款や設立時の社員・理事等について，評議員・会員へ説明し，一般社団法人化の最終承認をとります． 

【2015/04～】 

公証人による認証と司法書士による登記を行い，一般社団法人に移行します． 
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（単位:円）
科        目 予算額 備考

  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        受取会費 [ 7,970,000 ]
          正会員受取会費 ( 6,400,000 )
              正会員当年度 5,600,000 ＠8,000円×700名
              正会員過年度 800,000 ＠8,000円×100名
          学生会員受取会費 ( 480,000 )
              学生会員当年度 400,000 ＠4,000円×100名
              学生会員過年度 80,000 ＠4,000円×20名
          賛助会員受取会費 ( 600,000 )
              賛助会員当年度 600,000 1口50,000円×12口
　　　　　  　賛助会員過年度 0
          特殊購読会員受取会費 ( 490,000 ) 1口50,000円×49口 　特殊購読費から変更

490,000
        事業収益 [ 7,530,000 ]
          学術研究事業(年次大会) ( 5,330,000 )
              年次大会参加費 2,680,000
              年次大会懇親会費 860,000
              年次大会協賛・広告 1,790,000
              年次大会助成・補助 0
              年次大会雑収入 0
          普及啓発事業(HP・刊行物等) ( 2,200,000 )
              論文誌広告料 100,000 20巻5号～21巻5号
              別刷代 2,000,000 21巻1号～3号、5号～6号。4号は「20周年記念」特集号で別刷代はなし
              雑誌頒布収入 100,000
        雑収益 [ 5,000 ]
          受取利息 5,000
          雑収益 0
        経常収益計 15,505,000
    (2) 経常費用
        事業費 [ 23,630,380 ]
          年次大会開催費 ( 7,240,380 )

　　　　　    年次大会運営サポート費 1,260,000 第20回作業(前年10－3月)630,000円、第21回作業(4月－9月)630,000円

　　　　　  　受付代行費 927,150
　　　　　  　資料作成費（印刷費） 278,700
　　　　　  　コンファレンスバック代 163,800
　　　　　  　プログラム委員会費 220,000
              年次大会会場費 1,293,050
              年次大会人件費 850,000 主に学生アルバイト
　　　　　  　年次大会講師謝金等 240,000
　　　　　  　論文賞招待旅費 20,730
　　　　　  　評議員会等会議費 60,000
　　　　  　　表彰関係費 650,000 今年度のみ年次大会の表彰は2年分(+200,000円)
　　　　  　　年次大会懇親会費 1,176,950
　　　　  　　実施委員会費 50,000
　　　　  　　年次大会雑費 50,000
          普及啓発事業(HP・刊行物等) ( 6,850,000 )
              論文誌印刷費 3,000,000 21巻1号～3号、5号～6号。4号は「20周年記念」特集号で別枠で計上
              論文誌通信運搬費 600,000 21巻1号～3号、5号～6号。4号は「20周年記念」特集号で別枠で計上
           　 論文誌編集費 1,600,000 21巻1号～3号、5号～6号。4号は「20周年記念」特集号で別枠で計上
           　 論文誌電子化費用 100,000 21巻1号～3号、5号～6号。4号は「20周年記念」特集号で別枠で計上
           　 編集委員会費 900,000 会合費、旅費、他
           　 編集事務局費 400,000 編集事務局給与・旅費
           　 特殊購読・雑誌頒布経費 250,000

          活性化事業費 ( 9,540,000 )
一般社団法人化準備、20周年事業、学会の活性化と会員サービス向上の
ための施策

              一般社団法人化準備費 200,000 WGの会合費等
              20周年記念事業(過去の予稿集・論文の公開) 450,000 年次大会予稿集の電子化(413,779円)等
              20周年記念事業(年次大会:記念招待講演) 400,000 講演謝金、旅費
              20周年記念事業(20周年記念論文賞) 300,000 賞金、賞状の印刷、受賞者の表彰式の交通費

              20周年記念事業(学会誌 特集号) 4,300,000
特集号『20周年記念の論文賞論文コレクション』英文校正(120万円)、
印刷費・通信運搬費・編集費・電子化費用(260万円)、シンポジウム会
場で配る梗概の印刷費(50万円)

              20周年記念事業(記念シンポジウム) 2,000,000 会場費（レンタル、コーヒーブレーク等）、講演関連費等
              論文誌の活性化費 300,000 英語論文に対する英語校正無料サービス他
              学生会員会費減免 240,000 2,000円×120名
              別刷り代減免 1,350,000
        管理費 [ 3,415,000 ]
          総務事務局費 ( 110,000 ) 総務事務局給与・旅費
          業務委託費 ( 2,390,000 )
            　学会事務委託費 2,150,000 中西印刷(株)委託費　税務補助業務20万を追加

            　税理士報酬 240,000
契約書 第3条1項20,000円×12月税抜き　2項100,000円+4項20,000円は
次期に計上

　　　　　　　司法書士報酬 0
          会費集金費 ( 400,000 )
          通信運搬費 ( 150,000 )
          租税公課 ( 0 )
          振込手数料 ( 15,000 )
          HP関連経費 ( 100,000 )
          雑費 ( 250,000 ) 評議員選挙関連費用、封筒代、IMT分担金等
        経常費用計 27,045,380
          当期経常収支差額 -11,540,380
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益 0
        経常外収益計 0
    (2) 経常外費用 0
        経常外費用計 0
          当期経常外収支差額 0
     当期収支差額 -11,540,380
     前年度繰越収支差額 28,568,383
     次年度繰越収支差額 17,028,003

言語処理学会　収支予算書（案）
2014年 1月 1日から2014年12月31日まで
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2014 年度評議員構成 

 

2012－2015 年度評議員 2014－2017 年度評議員 

奥村 学 東京工業大学 秋葉 友良 豊橋技術科学大学 

江原 暉将 山梨英和大学 石川 開 NEC 

青野 雅樹  豊橋技術科学大学 内山 将夫 情報通信研究機構 

竹内 和広  大阪電気通信大学 大熊 智子 富士ゼロックス 

井形 伸之 富士通株式会社 渋木 英潔 横浜国立大学 

延澤 志保 東京都市大学 建石 由佳 国立情報学研究所 

下畑 さより 沖電気工業株式会社 塚田 元 ＮＴＴ 

木戸 冬子 東京大学 坪井 祐太 日本アイ・ビー・エム株式会社 

鈴木 久美 マイクロソフト 鶴岡 慶雅 東京大学 

宮尾 祐介 国立情報学研究所 徳久 雅人 鳥取大学 

野本 忠司 国文学研究資料館 丸山 岳彦 国立国語研究所 

岩山 真 株式会社日立製作所 森 信介 京都大学 

松尾 義博 日本電信電話株式会社 森元 逞 福岡大学 

木下 聡 株式会社東芝 山口 昌也 国立国語研究所 

橋本 力 情報通信研究機構 吉田 稔 徳島大学 

賀沢 秀人 Google 吉村 賢治 福岡大学 

  ジェプカ ラファウ 北海道大学 

計16名 計17名
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2014 年度役員構成 

 

役員名 氏名 所属 

会長* 隅田 英一郎 情報通信研究機構 

副会長(総編集長兼務)* 徳永 健伸 東京工業大学 

編集委員長* 佐藤 理史 名古屋大学 

理事(編集担当) 山崎 誠 国立国語研究所 

理事(編集担当) 相澤 彰子 国立情報学研究所 

理事(編集担当)* 田中 久美子 九州大学 

理事(事業担当) 菊井 玄一郎 岡山県立大学 

理事(事業担当)* 加藤 恒昭 東京大学 

理事(事業/渉外担当)* 渡辺 日出雄 日本 IBM 

理事(渉外担当) 関根 聡 ニューヨーク大学/楽天株式会社 

理事(渉外担当) 小原 京子 慶應義塾大学 

理事(財務担当) 赤峯 享 日本電気株式会社 

理事(財務担当)* 永田 昌明 日本電信電話株式会社 

理事(総務担当)* 河原 大輔 京都大学 

理事(総務担当) 白井 清昭 北陸先端科学技術大学院大学 

  (以上 15 名)

監事 浦谷 則好 東京工芸大学 

監事* 田口 大悟 NEC システムテクノロジー株式会社 

  (以上 2 名)

顧問 長尾 眞 京都大学名誉教授 

顧問 飯田 仁 東京工科大学 

顧問 辻井 潤一 マイクロソフトリサーチアジア 

顧問 島津 明 北陸先端科学技術大学院大学 

顧問 中川 裕志 東京大学 

顧問 石崎 俊 慶應義塾大学 

顧問 橋田 浩一 東京大学 

顧問* 中岩 浩巳 日本電信電話株式会社 

  (以上 8 名)

 

会誌編集委員会 2014－2015 年度 

総編集長* 徳永 健伸 東京工業大学 

編集委員長* 佐藤 理史 名古屋大学 

 

*は新任． 
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